


それは、医療の世界でも始まりました。
インフォームド・コンセントは
医師が主役の「説明と同意」ではなく、主役は患者本人
アメリカに渡って、それを日本に伝えた、高校のクラスメイト千葉敦子

デンマークで出会った「でんぐり返しプロジェクト」
病気や障害を経験した人たちが、教師役をつとめて専門家を教える
右側のクラウスは、人工呼吸器が必要で全介助。仕事をもち、パートナーと
暮らす日々を、専門家が自宅を訪ねて学んでいました。



デンマークの知的なハンディのある当事者の会。
93年に親の会から400万円の支援をうけて事務所を構えました。
日本の人口に換算すると会員は５万人ほど。
事務局は全部で７人。このうち、知的なハンディのないスタッフは、
たった１人。寄付集めなどの仕事を担当しています。
手にもっているのは、「海で楽しみませんか？」というティーシャツ。
パリにあるディズニーランドやユーゴースラビア、ギリシャへの旅も

本人たちでつくった会のパ
ンフレット。

ジーンズに色とりどりの
セーター、髭や髯をたくわ
える人もいてファッションも
様々。

「わたしたちは、みなさ
んが思っている以上のこと
ができます。
でも、みなさんの支援が
必要です」
という表紙の文章が、「自
立」の真の意味を象徴し
ています



恋や結婚を応援♡♡♡

コンピューターつ
き⾚ちゃんで、昼
夜泣く⾚ちゃんを
育てる苦労を体験。

それでもほしけれ
ば、ていねいに⽀
援。

⼦をもたない、
と決めたら避妊を
⽀援



私たちは
特権階級階級だった
のですね

⽇本にも⾃⽴⽣活センターが。。。
左は脳性まひのバンドリーダー・ヒッピー
右は、ミスター・ドーナツで誇りを取り戻した
「⼩さい」樋⼝恵⼦さん。
次のページに、恵⼦さんのパートナーの近藤秀夫さん
ヒッピーとパートナーの
えまちゃんの記事が。。・



ポピーズの名は、ボーカルの関根由紀さんがポリオ
、作詞作曲の善⼀さんがＣＰ（脳性まひ）であるこ
とに由来する。
２⼈は町⽥ヒューマンネットワークという⾃⽴⽣活
センターで働いている。障害のある⼈が町で暮らせ
るように家探しを⼿伝い、改造し、介護者を⾒つけ
る。⼈間関係や所得保障のノウハウを伝授する。そ
して、精神的にも⽀える仕事だ。
善⼀さんは、みんなからヒッピーと呼ばれている。
劇団「態変」の役者。⼝髭、⻑髪の、実にカッコい
い⾞いす姿だ。
由紀さんは２児の⺟。かれんな声、優しい声、すご
みの利いた声と、７⾊の声を使い分けて夫の曲を歌
う。夫妻は７０の多彩なオリジナル曲を持ち、各地
の催しで演奏してきた。
とりわけ、「ママ９９」という曲が⼼にしみた。
「……。僕がかたわなのは、ママのせいじゃないよ
。ただ、運が悪かった、それだけのことさ。……。
あたたかいでしょう、僕のいのちは。……。燃えて
いるでしょう」
歌詞は、「殺さないで、ママ…」で終わっている。

≪雪≫



バリアフリーは銀座から
というキャンペーン

銀座４丁目「和光」のショウィンドウに登場し
た「手話劇場～愛しています」

聴⼒を失った２2歳の
松森果林さんと
卒業⽣の藤原瑠美さんの
パートナーで、
和光のデザイン企画の
責任者だった⼋⿃原治久さん
の出会いから誕⽣しました。
(「いのちの声」論創社より)


